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二
〇
二
一
年
一
一
月
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
行
わ
れ
た
大
統
領
選
挙

で
現
職
の
オ
ル
テ
ガ
氏
が
四
選
を
果
た
し
た
（
就
任
は
今
年
一
月
）。

得
票
率
七
六
％
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。同
時
に
行
わ
れ
た
議
会
選
で
も
、

与
党
の
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
民
族
解
放
戦
線
（
Ｆ
Ｓ
Ｌ
Ｎ
）
は
九
〇
議

席
中
七
五
議
席
を
占
め
た
。
オ
ル
テ
ガ
大
統
領
が
二
七
年
ま
で
の
任

期
を
全
う
す
れ
ば
、
二
〇
年
間
の
長
期
政
権
と
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
選
挙
は
国
内
外
か
ら
の
強
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
。
出
馬
を
目
指
し
て
い
た
七
人
の
対
立
候
補
を
含
む
、
政
府
を

批
判
す
る
多
く
の
政
治
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
が
逮
捕
拘
留
さ
れ

る
中
で
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
一
八
年
四
月
、

社
会
保
障
問
題
を
引
き
金
に
政
府
へ
の
抗
議
デ
モ
が
発
生
し
、
数
ヵ

月
に
及
ぶ
大
規
模
な
反
政
府
運
動
へ
と
発
展
し
た
。
政
権
側
は
こ
れ

を
武
力
で
封
じ
込
め
よ
う
と
し
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
報
告
に
よ

れ
ば
、
少
な
く
と
も
三
二
五
人
も
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
オ
ル
テ
ガ
政
権
の
権
威
主
義
的
姿
勢
を
米
州
機
構
（
Ｏ

Ａ
Ｓ
）
は
批
判
し
続
け
て
い
る
。
一
八
年
七
月
に
は
常
設
理
事
会
の

決
議
に
よ
り
、
政
権
側
に
よ
る
暴
力
や
人
権
侵
害
を
批
判
し
二
一
年

選
挙
の
二
年
間
の
前
倒
し
を
求
め
た
。
選
挙
の
五
ヵ
月
前
に
は
、
拘

束
さ
れ
た
大
統
領
候
補
の
釈
放
を
要
求
し
、
選
挙
の
五
日
後
に
は
再

度
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
民
主
主
義
と
人
権
の
状
況
を
非
難
す
る
決
議
を

採
択
し
た
。
し
か
し
、
オ
ル
テ
ガ
政
権
は
そ
の
一
週
間
後
、
Ｏ
Ａ
Ｓ

か
ら
の
脱
退
を
通
知
す
る
文
書
を
事
務
総
長
に
正
式
に
提
出
し
た
。

Ｏ
Ａ
Ｓ
を
揺
さ
ぶ
る
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

　

Ｏ
Ａ
Ｓ
憲
章
の
第
一
四
三
条
に
基
づ
け
ば
、
同
機
構
か
ら
の
脱
退

通
知
の
二
年
後
に
当
該
国
へ
の
憲
章
の
効
力
が
失
わ
れ
、
脱
退
が
完

獨
協
大
学
教
授

浦
部
浩
之

米
州
機
構
に
は
米
国
の
中
南
米
へ
の
関
心
低
下
、

根
強
い
反
米
感
情
を
背
景
に
、
権
威
主
義
化
す
る
政
権
か
ら

離
脱
を
ち
ら
つ
か
せ
た
揺
さ
ぶ
り
が
か
か
る
。

地
域
固
有
の
共
同
体
も
、
左
派
と
右
派
の
対
立
が
あ
り
、

民
主
主
義
は
も
は
や
中
南
米
の
求
心
力
た
り
え
な
い
の
か
。

う
ら
べ　

ひ
ろ
ゆ
き　

筑
波
大
学
大
学
院
博

士
課
程
国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
単
位
取
得

退
学
。
在
チ
リ
日
本
大
使
館
専
門
調
査
員
、

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
な
ど
を
経
て

現
職
。
専
門
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
政
治
・
国

際
関
係
。
著
書
に
『
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ 

地
球

規
模
課
題
の
実
践
』（
共
編
）
な
ど
。

岐
路
に
立
つ
中
南
米
の
民
主
主
義

—
—

弱
体
化
す
る
民
主
主
義
擁
護
の
地
域
メ
カ
ニ
ズ
ム
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了
す
る
。
オ
ル
テ
ガ
政
権
の
基
盤
は
い
ま
の
と
こ
ろ
盤
石
で
あ
り
、

一
九
四
八
年
の
Ｏ
Ａ
Ｓ
創
設
以
来
、
初
の
脱
退
事
例
と
な
る
こ
と
も

現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

　

実
は
、
こ
れ
に
先
立
ち
二
〇
一
七
年
に
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
Ｏ
Ａ
Ｓ

か
ら
の
脱
退
手
続
き
を
取
っ
て
い
る
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
一
五
年

一
二
月
の
国
会
議
員
選
挙
で
与
党
が
惨
敗
し
、
チ
ャ
ベ
ス
政
権
期
以

来
一
六
年
間
維
持
し
て
き
た
多
数
派
の
座
を
滑
り
落
ち
た
。
勢
い
づ

く
野
党
側
は
翌
一
六
年
、
有
力
野
党
政
治
家
が
逮
捕
拘
禁
さ
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
を
と
ら
え
、
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
を
憲
法
秩
序
の
侵
害
の

か
ど
で
弾
劾
し
よ
う
と
し
た
。し
か
し
マ
ド
ゥ
ロ
側
は
一
七
年
四
月
、

国
会
の
立
法
権
を
政
権
の
影
響
下
に
あ
る
最
高
裁
に
移
す
手
段
に
出

た
。
こ
う
し
た
一
連
の
事
態
を
懸
念
す
る
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
常
設
理
事
会
は

翌
五
月
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
問
題
を
協
議
す
る
臨
時
外
相
協
議
会
の
招
集

を
決
定
し
た
。
こ
の
こ
と
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
強
く
反
発
し
、
翌
六
月

に
開
催
さ
れ
た
年
次
総
会
で
脱
退
の
意
思
を
正
式
に
表
明
し
、
そ
の

手
続
き
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
い
ま
で
も
正
式
な
加
盟
国
で
あ
り
続
け
て

い
る
。
Ｏ
Ａ
Ｓ
は
マ
ド
ゥ
ロ
政
権
に
対
抗
し
て
擁
立
さ
れ
た
グ
ア
イ

ド
暫
定
大
統
領
を
同
国
の
正
統
な
代
表
と
し
て
承
認
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
Ｏ
Ａ
Ｓ
脱
退
通
知
の
翌
七
月
、
野
党
不

在
の
中
で
制
憲
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
マ
ド
ゥ
ロ
派
が
議
席
を
独

占
し
た
。
そ
し
て
立
法
権
は
こ
の
制
憲
議
会
に
移
さ
れ
た
。
翌
一
八

年
に
は
、
多
数
の
野
党
政
治
家
が
拘
束
さ
れ
る
中
で
大
統
領
選
挙
が

実
施
さ
れ
、
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
は
自
身
の
政
権
基
盤
を
さ
ら
に
固
め

よ
う
と
し
た
（
二
期
目
の
就
任
は
一
九
年
一
月
）。
こ
れ
に
対
抗
し

て
国
会
議
長
の
職
に
あ
っ
た
グ
ア
イ
ド
が
、
憲
法
規
定
を
根
拠
に
暫

定
大
統
領
へ
の
就
任
を
宣
言
し
、現
在
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
二
人
の「
大

統
領
」
が
並
び
立
つ
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

退
潮
す
る
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
民
主
主
義
維
持
機
能

　

Ｏ
Ａ
Ｓ
は
一
九
四
八
年
、
米
国
の
主
導
で
反
共
同
盟
と
し
て
設
立

さ
れ
た
。革
命
後
の
キ
ュ
ー
バ
が
加
盟
資
格
を
停
止
さ
れ（
二
〇
〇
九

年
に
解
除
）、
左
翼
ゲ
リ
ラ
と
対
峙
す
る
軍
事
政
権
は
許
容
さ
れ
た

の
は
そ
の
反
映
で
あ
る
。
し
か
し
冷
戦
終
結
後
、
そ
の
役
割
が
民
主

主
義
の
強
化
へ
と
大
き
く
転
換
さ
れ
た
。
民
主
主
義
を
世
界
に
拡
大

し
よ
う
と
す
る
米
国
と
、
一
九
八
〇
年
代
に
進
ん
だ
「
民
主
化
の

波
」を
定
着
さ
せ
た
い
中
南
米
諸
国
の
思
い
が
一
致
し
た
の
で
あ
る
。

九
一
年
に
採
択
さ
れ
た
決
議
一
〇
八
〇
は
、
加
盟
国
で
民
主
主
義
が

中
断
さ
れ
た
と
き
に
そ
の
回
復
の
た
め
に
取
る
べ
き
集
団
的
措
置
を

初
め
て
定
め
る
と
の
画
期
的
な
意
義
が
あ
り
、こ
の
枠
組
み
は
実
際
、

フ
ジ
モ
リ
・
ペ
ル
ー
大
統
領
に
よ
る
憲
法
停
止
措
置
（
九
二
年
）
で

生
じ
た
事
態
の
早
期
収
拾
な
ど
、
い
く
つ
か
の
事
例
で
大
き
な
成
果
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を
上
げ
た
。
一
九
九
二
年
に
は
、
民
主
主
義
が
中
断
さ
れ
た
国
の
加

盟
資
格
を
停
止
す
る
と
の
新
た
な
条
項
が
Ｏ
Ａ
Ｓ
憲
章
に
盛
り
込
ま

れ
（
九
七
年
発
効
）、
二
〇
〇
一
年
の
Ｏ
Ａ
Ｓ
特
別
総
会
で
は
、
民

主
主
義
を
人
権
擁
護
や
貧
困
撲
滅
と
か
ら
め
て
一
体
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
謳
う
米
州
民
主
主
義
憲
章
も
採
択
さ
れ
た
。

　

〇
九
年
六
月
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
お
け
る
ク
ー
デ
タ
ー
政
権
の
成

立
は
、
民
主
主
義
の
中
断
を
理
由
に
Ｏ
Ａ
Ｓ
加
盟
資
格
停
止
の
措
置

が
適
用
さ
れ
た
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
は
同
政
権

の
下
で
大
統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
り

成
立
し
た
ロ
ボ
政
権
（
一
〇
年
発
足
）
を
承
認
す
る
こ
と
で
民
主
主

義
の
回
復
と
見
な
す
右
派
政
権
諸
国
と
、
選
挙
そ
の
も
の
を
承
認
し

な
い
左
派
政
権
諸
国
と
の
間
で
米
州
諸
国
の
立
場
が
大
き
く
割
れ

た
。
こ
の
問
題
は
結
局
、
一
一
年
四
月
、
前
者
に
属
す
る
サ
ン
ト
ス
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
統
領
、
後
者
に
属
す
る
チ
ャ
ベ
ス
・
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大

統
領
、
そ
し
て
ロ
ボ
大
統
領
の
三
者
会
談
で
解
決
へ
の
道
筋
が
つ
け

ら
れ
、
そ
の
二
ヵ
月
後
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
Ｏ
Ａ
Ｓ
復
帰
が
よ
う
や

く
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
事
態
の
収
拾
に
は
丸
二
年
を
要
し
た

が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
こ
の
頃
は
、
域
内
諸
国
に
Ｏ
Ａ
Ｓ
を
通
じ
た
協

調
体
制
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。

　

他
方
で
、
中
南
米
諸
国
は
米
国
の
覇
権
主
義
に
懐
疑
的
で
あ
り
続

け
て
き
た
。
と
り
わ
け
〇
二
年
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
が
拘
束
さ
れ
一

時
的
に
樹
立
さ
れ
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
暫
定
政
権
を
米
国
が
す
ぐ
さ
ま

承
認
し
た
と
き
、
中
南
米
諸
国
は
、
米
国
は
真
に
立
憲
主
義
や
民
主

主
義
を
支
持
し
て
い
る
の
か
と
の
強
い
疑
念
を
抱
く
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
後
、
中
南
米
で
は
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
へ
の
反
発
も
あ
い

ま
っ
て
い
わ
ゆ
る
反
米
左
傾
化
が
進
ん
で
い
く
。南
米
諸
国
連
合（
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
・
〇
八
年
発
足
）
や
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
諸

国
共
同
体
（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｃ
・
一
一
年
発
足
）
な
ど
、
米
国
の
強
い
影

響
下
に
あ
る
Ｏ
Ａ
Ｓ
を
忌
避
し
、
固
有
の
地
域
機
構
を
構
築
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
の
も
そ
の
反
映
で
あ
る
。

溶
解
す
る
地
域
協
調
の
枠
組
み

　

米
国
と
カ
ナ
ダ
を
排
し
中
南
米
の
全
三
三
ヵ
国
が
参
加
す
る
Ｃ
Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｃ
の
発
足
は
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
の
よ
う
に
見
え
た
。
し

か
し
ほ
ど
な
く
、
中
南
米
諸
国
の
連
帯
は
、
左
派
の
退
潮
と
軌
を
一

に
し
て
失
速
し
て
い
っ
た
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
与
党
が
初
め
て
少
数
派

に
転
落
し
た
の
と
同
じ
二
〇
一
五
年
一
二
月
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
も

左
派
が
選
挙
で
敗
れ
て
一
四
年
ぶ
り
に
政
権
の
座
を
明
け
渡
し
た
。

翌
一
六
年
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
ル
セ
フ
大
統
領
が
罷
免
さ
れ
た
。

　

一
七
年
の
Ｏ
Ａ
Ｓ
総
会
で
は
、
勢
力
を
盛
り
返
し
つ
つ
あ
っ
た
右

派
政
権
諸
国
の
提
案
で
、
対
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
非
難
決
議
が
採
決
に
か
け

ら
れ
た
。
た
だ
、
賛
成
は
二
〇
票
に
と
ど
ま
り
、
可
決
に
必
要
な
三
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分
の
二
（
二
三
票
）
に
は
達
せ
ず
、
域
内
諸
国
の
足
並
み
の
乱
れ
や

機
構
と
し
て
の
力
不
足
を
か
え
っ
て
露
呈
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
は
こ
の
表
決
を
「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
勝
利
の
証
」
と

述
べ
、
先
述
の
と
お
り
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
か
ら
の
脱
退
を
宣
言
し
た
。
も
っ

と
も
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
求
め
で
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
開
催
さ
れ
た

Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｃ
外
相
会
合
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
な
ど
の
主
要
国
を

含
む
七
ヵ
国
が
欠
席
し
、
こ
ち
ら
の
方
も
何
の
決
議
も
宣
言
も
出
さ

れ
な
い
、
あ
い
ま
い
な
結
果
に
終
わ
っ
た
。

　

い
ま
中
南
米
に
は
い
く
つ
か
の
右
派
政
権
が
存
在
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
政
権
は
必
ず
し
も
親
米
、
親
Ｏ
Ａ
Ｓ
で
な
い
こ
と
に
は
注

意
を
要
す
る
。ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
よ
る
脱
退
通
告
直
後
の
一
七
年
八
月
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
危
機
に
つ
い
て
協
議
す
る
米
州
一
二
ヵ
国
が
参
加
す
る

リ
マ
・
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
こ
に
米
国
は
招
か
れ
て
い
な

い
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
軍
事
攻
撃
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
発
言
し
、
こ
れ
を
受
け
て
ア
ル
マ
グ
ロ
Ｏ
Ａ
Ｓ
事
務
総
長
が

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が
否
定
さ
れ
な
い
と
発
言
し
た
と
き
（
一
八
年
九

月
）、
中
南
米
諸
国
は
右
派
政
権
諸
国
を
含
め
て
激
し
く
反
発
し
た
。

　

米
国
と
中
南
米
諸
国
の
疎
遠
な
関
係
は
、
米
国
側
の
熱
意
の
問
題

で
も
あ
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
そ
の
任

期
中
、い
ず
れ
も
中
南
米
の
一
〇
ヵ
国
以
上
を
歴
訪
し
た
。ブ
ッ
シ
ュ

政
権
期
に
中
南
米
諸
国
と
の
関
係
は
冷
却
化
し
た
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
大

統
領
が
就
任
後
最
初
の
外
遊
先
に
選
ん
だ
の
は
メ
キ
シ
コ
で
あ
り
、

け
っ
し
て
対
中
南
米
外
交
を
軽
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

オ
バ
マ
大
統
領
は
対
中
南
米
関
係
の
改
善
を
模
索
し
、
一
五
年
に
は

キ
ュ
ー
バ
と
の
国
交
を
回
復
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
に
よ
る
中
南
米
訪
問
は
、
四
年
間
の
任
期
中
、
一
八
年
末
の
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
訪
問
の
一
回
き
り
で
あ
り
、
そ
の
理
由
も
Ｇ
20
会
合
へ
の

出
席
で
あ
っ
た
。
現
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
も
、
数
あ
る
外
交
課
題
の

中
で
は
、
対
中
南
米
外
交
の
優
先
度
は
そ
う
高
く
な
い
。

　

米
州
で
は
、
民
主
主
義
の
崩
壊
を
抑
止
す
る
地
域
的
な
枠
組
み
が

弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
各
国
は
、
コ
ロ
ナ
問
題
を
含
む
自
国

の
経
済
社
会
問
題
で
手
が
い
っ
ぱ
い
の
状
況
に
あ
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア

の
オ
ル
テ
ガ
大
統
領
は
、
か
つ
て
ソ
モ
サ
独
裁
体
制
の
打
倒
を
目
指

し
て
闘
い
、
一
九
七
九
年
に
革
命
政
権
を
樹
立
し
た
。
た
だ
そ
の
直

後
か
ら
、
反
政
府
ゲ
リ
ラ
・
コ
ン
ト
ラ
に
ひ
ど
く
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
コ
ン
ト
ラ
の
強
力
な
後
ろ
盾
と
な
っ
た
の
が
米
国
で
あ

る
。
同
組
織
に
資
金
が
不
正
流
用
さ
れ
た
イ
ラ
ン
・
コ
ン
ト
ラ
ゲ
ー

ト
は
、
米
国
内
で
も
強
い
批
判
を
集
め
た
。
今
の
オ
ル
テ
ガ
大
統
領

の
権
力
に
固
執
す
る
姿
勢
は
、
革
命
を
成
し
遂
げ
た
と
き
の
名
声
や

英
雄
像
か
ら
か
け
離
れ
る
が
、
米
国
か
ら
の
干
渉
に
抗
い
続
け
た
彼

に
は
、
民
主
主
義
の
価
値
を
説
い
た
と
こ
ろ
で
な
か
な
か
響
か
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
●




